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一般的な連立漸化式

{絆|三解1身IS
の 2つの解法についてまとめてみよう

1 加減法的解法のヒミツ

2つ の漸化式をどのように組み合わせればよいの

か検証しよう

漸化式① と② をうまく組み合わせて

απ+1~αわη+1=力 (αη一αbη )

という式に変形できプことイ反定します  _♂
,「IL鷺1:
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したがって,力 =p― ″α, α=Sα
~gと
なら

ねばなりません このとき,
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_″α2=sα _9

α(″α+s)=ρα+9

⇔ α =癬

つまり, 連立漸化式
 {:|:|三λ″11争  にお

に ′の方程式′=無 蝶 がαになります

さて,′ =イ争|:よ先灯2+ダ =ノ +α
ょって,′
`2_(p_s)′

-9=0 … (※ )
この′についての 2次方程式 (※ )の判別式を

'1とすると,

Dl=(p― s)2+49γ

Dlキ 0な らば,2つの解を持つので式の組合せ

方が 2通 りできますが,Dl=0な らば,式の組合
せ方は1通りしかありません
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連立漸化式のヒミツ
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珍注 組み合わせてできる等比数列の公比 たは

Pointく (ま とめ

連泣れ
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において,′ =イ弁キ子の解をQβとす
ると,数列{αη―αιη},{αη―βιη}は等比数

列になる

つまり,①―②×α,① ―②×β
に式の辺々を組み合わせればよい

というよう

″注 なんとなく気づいている人もいるかもしれ

ませんが,分数型漸化式αη+1=′
αη tt gの

時の

話に似ていませんか あのときは,αが 1と ら を共
に
`と
置き換えた式

`=pι

+gを
解いてズラス

数を求めたのですが,今回の組み合わせ方を調べる

ための′の方程式と完全に一致しています なにか

路 がありそうですね
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2 代入法的解法のヒミツ

代入法的解法では3項間vTl化式を解くことになり

ます.特性方程式の解と加減法的解法での式の組み

合わせ方に何らかの関係があるのではないか検証し

よう

漸化式① より,9うη=απ+1-pの  よつて,
9場+1=αη+2~pαη+l

漸化式② より,c場+1=9γαη+S9ιηなので,
これに代入すると,

απ+2~pαη+1=σγαη+S(αη+1-pαπ)

偽+2~(p tt s)αη+1+(ps一 cγ )απ=0

よって,特性方程式は

`2_(p+s)′
+(ps-9γ)=0 (※ ※)
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この
`の
2次方程式 (※ ※)の判別式を D2と す

ると,

D2=(p+s)2_4(ps一 gγ )

=p2+2ps+92_4ps+49γ

3 まとめと検証
2つの解法を検証してみよう

まず,2つの 2次方程式 (※ )と (※※)の判別式

が一致しています  ゴはなく,崎のた
Dl='2  羊1311式が nじトンんてFr

このことは,2つ の 2次方程式 (※ )と (※※)の解

の個数が一致することを意味しています

加減法的解法で式の組み合わせ方が 1通 りなの

か 2通 りなのかは,代入法的解法で 3項間漸化

式の特性方程式が重解をもつのか異なる 2つ

の解をもつのかと完全に対応していることが分

かる 

“
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また,特性方程式 (※※)の解と代入法的解法で

の公比々が完全に一致していることも分かります

以上のことを前回紹介した 3つの 例 題 で確認
してみよう

卜考≒≒井よげ =・ ∴′=」
つまり式の組合せ方は 2通 り (足 した り引いた

り)あ って,公比 々は

′=1の とき,た =1
′=-1の とき,た =3
したがって,も との連立漸化式は次のように変形

できます
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例題 1 次の漸

αl=1,ιl=3,
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例 題 2 次の漸化式を解け

けい僚三靭比《
(1){απ+ιη},{3αη―場}の一般項を求めよ

(2)(1)の結果を用いて,{αη},{♭η}の一般
項を求めよ

ぢ=ζ
舞::よ り,3′

2+2オ ー 1=0.

`=-1,:
つまり式の組合せ方は 2通 りあって,公比 たは

`=-1の
とき,た =5

′=:の とき,た =1
したがって,も との連立漸化式は次のように変形

できます
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誘導では{3α2-bη )となっていましたが,2つ 目
の式の両辺3倍すれば同じことです εフトは…
このような理由で,誘導のような組合せが登場し

たのでした

1 伊1題 3 け

=2α″―♭″

=αη+4ιη

求めよ

{αη},{ιη}

αl=2,

の一般

`=考告llよ
り,′
2+2`+1=0(′ +1)2=1

より
`=-1(重

解 )

つまり式の組合せ方は 1通 りしかなく,公比 たは

た=3 したがって,も との連立漸化式は次のよう
に変形できます .

の+1+ら+1=3(αη+ιη)

このような理由で,1通 りの組合せ方しか誘導され

ておらず,代入法での3項間漸化式の特性方程式も
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重解になったわけです


